
2016年日本液晶学会SSS(小サマースクール)

プログラム

参加費 (一般)正会員：２０，０００円 (一般)非会員：２５，０００円
（日本液晶学会賛助会員企業・団体は１口５名まで正会員価格）

(学生)会員：１５，０００円 (学生)非会員：１７，０００円

日時：2016年7月22日（金） 13:00~7月23日（土） 12:00
場所：マホロバ・マインズ三浦 http://www.maholova-minds.com/

（神奈川県三浦市南下浦町上宮田 3231）

時間 講演者 タイトル 所属

7月22日

開校 13:00~13:30 森武 洋 開校の挨拶・講師紹介
校長

防衛大

Lecture
(60分)

質疑/休憩
(各10分)

13:30~14:40 安武幹雄 分子構造と液晶性：液晶化合物の分子設計 埼玉大

14:50~16:00 石川 謙
０から始める組織観察：
（１）偏光顕微鏡もホットステージも作っちゃえ
（２）液晶の組織はこう見ろ

東工大

16:10~17:20 尾﨑良太郎 液晶の物理定数と測定法 愛媛大

17:20~20:00 夕食・入浴・休憩

Anomalous 
Night 

Session
(30分+10分)

20:00~20:40 舟橋正浩 液晶研究・教育での異分野融合 －フーガと変奏－ 香川大

20:40~21:20 山本 潤 Phantasmagoric Liquid Crystals 京大

21:20~21:50 総合討論

21:50~22:00
加藤隆史
舟橋正浩

ILCC2018情報

懇親会 22:00~ 懇親会 （主査会議：並行開催）

7月23日

特別講演

9:00~9:50 尾崎雅則 液晶科学に基づく塗布型有機太陽電池の開発 阪大

9:50~10:40 宮地弘一 液晶ディスプレイの進化の歴史と最新動向 ＪＳＲ

10:40~10:50 休憩

10:50~11:40 加藤隆史 ソフトナノ空間を形成する機能性液晶高分子の構築 東大

閉校 11:40~11:55 山本貴広 閉校の挨拶・次回開催地など
副校長
産総研

大学・企業で液晶研究を始める人、改めて基礎的な実験技術を学びたい人、
液晶研究の最先端の話題を聞きたい人、み～んな集合！

１泊２食
込！

http://jlcs.jp/forum/sss/sss2016/

先着
５０名

!!



Basic Lectures

Anomalous Night Session

問合せ先
日本液晶学会２０１６年

ＳＳＳ（小サマースクール)校長
防衛大・森武 洋

sss2016@ekisho.jp
http://jlcs.jp/forum/sss/sss2016/

申込方法： お名前、ご所属、(一般)正会員・
(一般)非会員・(学生)会員・(学生非)会員の別を

明記の上 sss2016@ekisho.jp にお申込みください
申し込み締め切り： 6月24日(金)

（会場の都合上、定員(50名)になり次第、
受付を締め切らせていただきます。）

Special Talks

液晶研究・教育での異分野融合 －フーガと変奏－
舟橋正浩（香川大）

液晶科学は、化学、物理学、電子工学、生命科学など、様々な分
野の研究者が相互に刺激し合い、協力することによって発展して
きた。講演者が取り組んでいる液晶性電子機能材料の分野にお
いても、有機合成化学、物性物理、電子工学などの知識・経験が
不可欠である。しかし、為さねばならぬ仕事の量に比べて、人生は
あまりにも短い。色々な分野の学問が必要であることは分かって
いても、必要な分野をすべてカバーするのは至難の業である。自
分自身の事柄であれば、時間をかければ解決できる事も多々ある
が、限られた時間内に広範な分野の学問を学生に教授するとなる
と、ますます困難の度合いは深まる。本講義では、液晶研究・教育
での異分野融合に関して、講演者の経験も含めてお話しする。

Phantasmagoric liquid crystals
山本 潤（京大）

通常、液晶分子一つ一つでは、複数の種類と数の原子が化学的
な結合で組み合わされ、分子は不変な大きさと形を保っており、温
度、圧力、電場などの状態変数に依存してさまざまな液晶相を形
成する。他方、複数の分子の物理的な結合によって作られる分子
集合体（超分子）は、その大きさや形も状態変数に依存して熱力
学的に決定され、常に大きな揺らぎを伴って、超分子の大きさや
形 自体が変化し ている 。本 講演では 、 この よ う な系 を
Phantasmagoric Liquid Crystalsと名付けることにする。特に、

液晶相を構成する単位となる「超分子自体の変形」に起因した新
しいタイプの液晶相転移や、電場スイッチング挙動について紹介
したい。

分子構造と液晶性
液晶化合物の分子設計

安武幹雄（埼玉大）
どのような分子構造のものだと、
どのような液晶相を発現する可能
性があるのか、液晶を発現する化
合物の構造と基礎的な液晶の相
構造について解説します。 併せて、
それらの分子設計と合成について
例を示しながら解説します。また、
液晶の相構造の決定法について
は、実際の測定例を示しながら解
説します。さらに液晶を発現する
化合物がどのような相互作用によ
り液晶を発現すのか、その相互作
用について分子構造を示しながら
解説します。

０から始める組織観察
石川謙（東工大）

伝え聞いた話によると、コロラドの山の端にある液晶研究
所には、新しく持ち込まれた物質が研究に値するような、興
味深い液晶であるかを偏光顕微鏡観察でチェックする専門
の人がいるそうです。勿論、その後に論文として世に出る
までには、様々な測定が行われるのでしょうが、測定や研
究の方向を決めるためにも偏光顕微鏡による液晶の組織
観察が重要であることを示しています。ところで、チェックす
る専門の人がいるということは、顕微鏡を覗いて分かること
が、人によって大きく違うということを意味しています。色々
な液晶を見たことがあるという経験も、ある程度は重要な
のかもしれませんが、個人的な印象では、ごく少数の当た
り前の事柄を、見ているものに素直に当てはめていけば、
随分と色々なことが分かると思っています。 コロラドの名
人レベルになる道は大変かもしれませんが、とりあえず、
実用的な判断をするのに必要な知識をお伝えします。

液晶の物理定数と測定法
尾﨑良太郎（愛媛大）

液晶の物理定数である弾性定数，
粘性，誘電率，屈折率などについ
て、それぞれの物理定数が何を表
しているのか？という基礎的なとこ
ろから解説します。ネマチック液晶
の連続体理論や誘電率・屈折率の
周波数分散・複素表示など、初学
者が戸惑うような内容については、
測定データやシミュレーション結果
など具体例を示しながら、できるだ
け直感的に分かるように解説しま
す。また、液晶物性に加えて、それ
ら物理定数の代表的な測定法も紹
介します。

液晶科学に基づく塗布型有機
太陽電池の開発

尾崎雅則（阪大）
軽量・フレキシブルで、しかも印刷法によっ
て大気圧下で作製できる有機薄膜太陽電
池の高効率化のためには、ナノスケールの
三次元構造であるバルクヘテロ構造の実現
が不可欠であるが、これは液晶科学で培わ
れた方法論で実現できる。液晶の自己組織
性や相溶性、相分離性を活用した塗布型高
効率有機薄膜太陽電池開発について紹介
するとともに、プリンタブルエレクトロニクス
と液晶科学の深い関わりについて述べる。

液晶ディスプレイの進化の歴史
と最新動向

宮地弘一（ＪＳＲ）
液晶ディスプレイが実用化され40年以上

がたった。その間様々な性能課題を克服
しながら、数多くのアプリケーションの創
出に貢献し続けてきた。その技術的発展
を液晶表示モード、およびそれを実現す
るのに不可欠となる配向技術に着目して
振り返る。さらに、最新の動向について学
会などの発表からピックアップする。

ソフトナノ空間を形成する機能性
液晶高分子の構築

加藤隆史（東大）
限られた資源やエネルギーを無駄にせず
有効に活用する社会をつくるために、必
要なモノを必要な量だけ運び、また分離
する材料の開発は極めて重要である。本
講演では、直径のそろったナノメータサイ
ズの連続的な孔を有する材料である「自
己組織化ナノ液晶高分子」の創製と、こ
の新しい材料を膜として用いる電池の構
築や水処理機能などについて紹介する。


